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結晶多形とは，一つの分子が取ることのできる異なる数種類の結晶系である。特に溶液からの

結晶成長では，溶質と溶媒間の相互作用により，析出する段階でエネルギーの異なった状態で結

晶化し，異なる分子配列や結晶構造を形成することがある [1]。この異なる結晶多形中では分子配

向や結晶構造が異なるため，結晶として

の物理的・光学的性質が異なる。この結晶

多形は光・電子物性やデバイス特性にも

大きな影響を与えるため，その構造を制

御することは，高性能有機エレクトロニ

クスデバイスを実現するために重要であ

る。 

今回我々は，優れた光・電子物性を示

す，(チオフェン/フェニレン)コオリゴマ

ー (TPCO)の中でも有機溶媒に可溶で新

規材料である，ブチル基置換 TPCO であ

る BP1T-Bu (図 1(a)) [2]結晶の作製とその

光学特性の評価を行った。 

1,2,4-トリクロロベンゼンとジメチルスルホキシド 

(DMSO)を用いて溶液成長法により BP1T-Bu 結晶の作

製を行ったところ，図 1(b)と図 1(c)のような青色と緑

色発光を示す単結晶が得られた。X 線構造解析を行っ

た結果，図 1(b)と図 1(c)の単結晶は，単斜晶と斜方晶

に結晶化していることがわかった。図 2は，単斜晶と

斜方晶結晶の吸収・発光スペクトルを示している。単

斜晶結晶では 500 nm，斜方晶結晶では 520 nm付近に

0-1発光帯が観測されている。また，吸収端エネルギー

も両者の結晶で異なっていることがわかる。これらの

結果より，二種類の異なる結晶系の単結晶は，結晶多

形の形成によるものであると言える。これまで TPCO

単結晶の光学特性については数多く報告がなされているが，結晶多形の存在とその光学特性につ

いては，本研究で初めて示された。 
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Fig. 1. (a) Molecular structure of BP1T-Bu. Monoclinic 

(b) and orthorhombic (c) crystals of BP1T-Bu. 
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Fig 2. Absorption and photoluminescence 

spectra of monoclinic (a) and 

orthorhombic (b) crystals of BP1T-Bu. 
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